
新興国・成長国 * の成長鈍化が懸念され、インドの株式・債券市場からは資金の流出が
見られましたが、日本企業によるインドへの投資は活発です。２０１２年の日本からイン
ドへの直接投資額は前年比２０.４％増の約２８億米ドルにのぼり、日系企業の進出数は
９２６社と前年比で１００社以上も増加しました。

インドは年間約２,６００万人（日本の約２０倍）の新生児が生まれる世界最大のベビー
市場であることから、ユニ・チャームは２０１３年度中に紙おむつの第２工場を建設予定。
また、哺乳瓶で有名なピジョンも２０１５年に工場を稼働させ、輸入から現地生産体制に
切り替えることで、販売を強化する狙いです。

人口約６億人とも言われる女性市場も注目を集めています。経済成長で就業機会が拡大
し、個人所得が増加しているインドでは、“購買力をもった女性”が広がっています。
化粧品メーカーのコーセーは現地法人との合弁会社を設立し、インドオリジナルのメー
キャップ商品やスキンケア商品などの開発を目指します。

インドの巨大消費市場は日本にとって魅力的であり、日本企業の投資は今後もまだまだ
拡大しそうです。
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＊｢成長国｣とは、ゴールドマン・サックスが提唱する今後世界経済の成長を牽引するであろう8ヵ国(ブラジル、ロシア、
インド、中国、韓国、トルコ、メキシコ、インドネシア)を指す。
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（出所）国連統計部
※一部推計値を含む。

インドの化粧品類輸入額推移
（単位：万人） （単位：億米ドル）（単位：万人）

（出所）国連統計部
※香水、化粧水、メイクアップ用品、マニキュアなどを

含む。


